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１

12月定例会
　
12
月
定
例
会
は
12
月
9
日
か
ら
21
日
ま
で
の
13

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
一

般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出

議
案
等
28
件
、
意
見
書
２
件
、
請
願
３
件
を
審
議

し
ま
し
た
。

　
議
案
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
の

会
派
別
議
案
等
賛
否
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
の
概
要

■
ア
オ
ー
レ
長
岡
ア
リ
ー
ナ
照
明
器
具
増
設
工
事
費
　
　
　
３
、３
０
０
万
円

■
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計
整
備
事
業
費
　
　
　
１
、２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
債
務
負
担
行
為
の
設
定
）

■
育
児
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
カ
フ
ェ
整
備
事
業
　
　
　
　
１
、０
０
０
万
円

■
特
殊
詐
欺
等
防
止
通
話
録
音
装
置
普
及
促
進
経
費
　
　
　
　
　２
０
０
万
円 提案理由の説明を行う森市長

コウゾ（和紙原料）の雪さらし（小国地域）コウゾ（和紙原料）の雪さらし（小国地域） 山古志の棚田・棚池（山古志地域）山古志の棚田・棚池（山古志地域）

幻想雪灯り（川口地域）幻想雪灯り（川口地域） 守門岳の大雪庇（栃尾地域）守門岳の大雪庇（栃尾地域）

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

補正予算の概要、意見書 　1
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会派別議案等賛否一覧表　4
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12月定例会で可決した意見書2件
　市民生活に重要なことで、それが国や県の仕事である場合、市の力では解決できないことがあります。
このようなときには、関係機関に「意見書」を提出して、積極的な解決を求めています。全文は市議
会ホームページをご覧ください。

　日本は、災害大国と言われるほど、毎年のように、地震や津波、台風や豪雨、豪雪、竜巻、噴火な
どの自然災害が多発しています。各種の世論調査やボランティアへの調査では、被災地までの交通費
や宿泊費が高額になることが大きな理由で、行きたい気持ちはあっても、行くことができない現状が
あります。これまで、交通や宿泊に関わる民間企業が独自に割引制度を実施したり、地方自治体がボ
ランティアバス運行の支援をしたりするなど、官民ともにボランティアの負担軽減のための取り組み
を行ってきましたが、災害時のボランティアを支える環境が十分に整っているとは言えません。
　よって、国におかれては、官民協働の枠組みで、ボランティア活動を希望する人たちへの支援環境
を整備するための制度のあり方を検討し、災害ボランティア割引制度を整備されるよう、強く要望し
ます。
（送付先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、経済産業大臣、国土交通大臣

災害ボランティア割引制度の整備を求める意見書

　私立高校は、建学の精神に立脚し、独自の伝統と特色ある教育を展開しながら県内高校教育の重要
な一翼を担ってきました。平成22年度から実施された私立高校生への国の就学支援金制度、さらには
本県独自の学費軽減制度により、私立高校生家庭の学費負担の軽減が図られたところです。
　しかしながら、私立高校における学費の負担はいまだ家計を圧迫しており、平成26年度からの就学
支援金制度見直しにより、学費を全額負担する世帯も出ております。また、全教員に占める専任教員
の割合は、私立高校は公立高校より２割少なく、過密な勤務状況となっております。
　よって、国及び県におかれては、学費と教育条件の公私間格差是正を図るため、私立高校への私学
助成を増額・拡充されるよう、強く要望します。
（送付先）内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、新潟県知事

学費と教育条件の公私間格差是正に向け、私立高等学校への私学助成の増額・拡充を求める意見書
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　小
・
中
学
校
の
ク
ー
ラ
ー
設
置

　
　に
つ
い
て
、
国
の
補
助
制
度
の
内

容
と
設
置
促
進
に
対
す
る
本
市
の
考
え

は
ど
う
か
。

　
　
　
国
の
補
助
制
度
で
は
、ク
ー
ラ
ー

　
　
の
整
備
に
対
し
、
補
助
対
象
事
業

費
の
３
分
の
１
が
補
助
金
と
し
て
交
付

さ
れ
る
。
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
予
算
編
成
を
行
う
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
要
望
や
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
税
収
見
込
み
等
を

十
分
勘
案
し
な
が
ら
、
的
確
な
予
算
編

成
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
総
合
的
に
判
断
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
財

　
　産
管
理
だ
け
で
な
く
、
障
害
の
あ

る
人
や
認
知
症
の
人
等
が
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
も
後
見
人

の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
制
度
の
仕
組

み
を
ど
う
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、
司
法
書
士
や
社
会

　
　
福
祉
士
の
団
体
が
成
年
後
見
業
務

を
担
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
、
後
見
を
必
要
と
す
る
人

の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

担
い
手
と
な
る
後
見
人
を
い
か
に
増
や

す
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
成
年
後
見
業
務
は
、
財
産
管

理
等
専
門
的
で
手
間
が
か
か
る
作
業
で

あ
り
、
専
門
知
識
や
経
験
を
有
す
る
人

材
の
確
保
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、

ま
ず
は
弁
護
士
会
や
司
法
書
士
会
、
社

会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係
団
体
と
の
情

報
交
換
の
場
を
設
け
、
今
後
の
方
策
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　今
ま
で
以
上
に
図
書
館
に
ど
の

　
　よ
う
な
特
色
を
打
ち
出
す
の
か
。

　
　
　
本
市
の
図
書
館
は
、
３
点
の
特

　
　
色
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
１
つ
目
に
米
百
俵
の
ま
ち
長
岡
の
図

書
館
と
し
て
、
郷
土
資
料
や
貴
重
資
料

等
の
収
集
・
整
理
・
保
管
・
活
用
に
力

を
入
れ
て
き
た
こ
と
、
２
つ
目
に
市
民

協
働
の
取
り
組
み
、
３
つ
目
に
各
地
域

図
書
館
が
地
元
に
根
差
し
た
取
り
組
み

を
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

特
色
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
あ
る

資
料
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
あ
る
こ
と

で
輝
く
も
の
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
１
カ

所
で
管
理
す
る
の
で
は
な
く
、
資
料
そ

れ
ぞ
れ
の
性
格
や
特
徴
を
考
慮
し
た
上

で
、
ど
の
よ
う
な
管
理
や
活
用
が
よ
い

か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　新
た
な
ま
ち
な
か
図
書
館
に
対

　
　す
る
検
討
状
況
や
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
在
、
老
朽
化
し
た
互
尊
文
庫

　
　
を
表
町
東
地
区
へ
移
転
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
は
、
単
な
る

図
書
館
で
は
な
く
、
米
百
俵
の
精
神
を

全
国
に
発
信
し
、
将
来
の
長
岡
を
支
え

る
人
材
を
育
成
す
る
場
で
あ
る
こ
と
、

互
尊
独
尊
の
精
神
や
市
民
に
愛
さ
れ
て

き
た
互
尊
文
庫
の
機
能
を
継
承
す
る
こ

と
、
中
心
市
街
地
に
設
置
す
る
意
味
を

し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
ま
ち
な
か
は
本
市
の
産
業
の

中
心
で
あ
り
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

集
ま
り
や
す
い
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

図
書
館
機
能
を
持
た
せ
な
が
ら
も
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
合
う
、
ま
ち
な
か
に
ふ
さ

わ
し
い
施
設
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
新
し
い
ま
ち
な

か
図
書
館
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

笠井　則雄 議員
（５期・共産党市議団）

　
　
　新
た
な
栃
尾
郷
診
療
所
の
概
要

　
　を
伺
う
。

　
　
　
現
在
、
県
厚
生
連
で
は
、
常
勤

　
　
医
師
の
確
保
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
診
療
所
の
開
設

に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
診
療
所
は
、
長
岡
中
央
綜
合
病

院
の
付
属
診
療
所
と
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、
内
科
の
常
勤
医
師
１
名

と
非
常
勤
医
師
も
含
め
た
体
制
で
外
来

診
療
を
行
う
ほ
か
、
栃
尾
地
域
の
訪
問

診
療
、
介
護
・
福
祉
施
設
へ
の
定
期
回

診
等
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
方
針
と

聞
い
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
新
た
な
診
療
所
は
、
現
在

の
診
療
所
の
近
く
に
建
設
中
の
建
物
に

入
居
予
定
で
あ
り
、
栃
尾
地
域
に
お
け

る
医
療
・
福
祉
を
支
え
る
新
た
な
拠
点

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　新
し
い
栃
尾
郷
診
療
所
を
存
続

　
　さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
今
ま
で

以
上
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
と
し
て
は
、
診
療
所
を
存

　
　
続
さ
せ
た
い
と
い
う
方
針
の
も
と

で
、
こ
れ
ま
で
県
厚
生
連
と
交
渉
を
進

め
て
き
た
。
一
方
で
、
今
後
の
診
療
所

運
営
に
は
毎
年
約
８
、０
０
０
万
円
の

赤
字
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
補
填
な
し
に

は
診
療
所
は
立
ち
行
か
な
く
な
る
た
め
、

県
厚
生
連
は
市
か
ら
の
財
政
支
援
を
要

請
し
て
い
る
。
毎
年
約
８
、０
０
０
万

円
の
赤
字
補
填
が
で
き
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
議
会
に
お
い
て
も
十
分
議

論
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
本
市
と
し
て

も
厳
し
い
決
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
大
変
重

要
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
新
年

度
予
算
編
成
の
中
で
し
っ
か
り
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。

関　充夫 議員
（３期・しん長岡クラブ）

　
　
　攻
め
の
農
業
に
向
け
て
、
農
地

　
　集
積
、
人
材
育
成
、
経
営
体
の
体

質
強
化
、
販
売
戦
略
等
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
の
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る

　
　
た
め
に
は
、
自
立
的
で
力
強
い
経

営
体
の
確
保
・
育
成
が
大
切
で
あ
る
た

め
、
新
た
な
人
材
の
確
保
と
と
も
に
、

地
域
の
が
ん
ば
る
担
い
手
の
前
向
き
な

取
り
組
み
を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
担
い
手
の
農
地
利
用
の
活

性
化
と
集
積
促
進
、
コ
ス
ト
の
一
層
の

削
減
、
さ
ら
に
は
複
合
や
多
角
化
の
促

進
に
よ
る
高
度
な
営
農
体
系
の
確
立
と

多
様
な
所
得
機
会
の
確
保
等
を
推
進
し
、

経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　市
街
化
調
整
区
域
内
集
落
の
定

　
　住
促
進
の
た
め
、
開
発
許
可
、
農

地
転
用
等
の
許
可
基
準
の
緩
和
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

　
　
　
市
街
化
調
整
区
域
の
既
存
集
落

　
　
に
お
い
て
は
、
市
街
化
区
域
以
上

に
人
口
減
少
が
進
み
、
集
落
の
活
力
低

下
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
開
発
行
為
等
の
許
可

基
準
の
緩
和
は
難
し
い
が
、
本
市
で
は

条
例
に
基
づ
き
、
集
落
の
維
持
を
基
本

と
し
、
市
街
化
調
整
区
域
の
既
存
集
落

内
に
お
い
て
従
前
か
ら
建
築
物
の
敷
地

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
宅
地
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
戸
建
住
宅
の
建
築
を
認

め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
集
落
の
活
力
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
・
再
生
に
向
け
て
自
主

的
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

集
落
に
つ
い
て
は
、
対
象
地
区
や
設
定

基
準
等
を
定
め
た
地
区
計
画
制
度
の
活

用
等
に
よ
り
、
今
後
も
支
援
し
て
い
き

た
い
。

池田　和幸 議員
（１期・市民クラブ）

　
　
　中
山
間
地
域
を
対
象
と
し
た
本

　
　市
の
地
域
再
生
計
画
の
目
的
と
事

業
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
地
域
再
生
計
画
は
、
過
疎
・
高

　
　
齢
化
が
進
む
山
古
志
、
小
国
、
栃

尾
、
川
口
の
４
地
域
を
対
象
と
し
、
人

口
減
少
下
で
も
暮
ら
せ
る
中
山
間
地
域

の
再
生
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
た
め
の
計

画
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
錦
鯉
を
切
り

口
と
し
た
地
域
産
業
の
創
出
と
し
て
展

示
水
槽
の
設
置
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映

像
を
制
作
し
、
中
山
間
地
域
の
健
康
と

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
と

し
て
移
動
販
売
車
に
よ
る
買
い
物
弱
者

対
策
や
高
齢
者
の
見
守
り
、
地
域
へ
の

新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
と
し

て
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー

や
都
市
部
の
住
民
を
対
象
と
し
た
お
試

し
居
住
等
を
行
っ
て
い
る
。
全
国
の
中

山
間
地
域
で
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

そ
の
一
助
と
な
る
よ
う
中
山
間
地
域
の

再
生
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　本
市
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え

　
　た
今
後
の
新
た
な
施
策
展
開
の
方

向
性
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、
家
庭
と
学
校
教
育

　
　
を
補
完
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し

て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
先
生
と

な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
等
を
行

う
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
強
化
し
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
、
行
政
を
含
む
関
係
機
関
が

密
に
連
携
し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
家
庭

教
育
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

高見　美加 議員
（２期・市民クラブ）

杵渕　俊久 議員
（３期・しん長岡クラブ）

ほ
て
ん

※２　成年後見制度：知的障害や認知症等によって判断能力が十分でない人が不利益を受けないよう、家庭裁判所に申し立てて援助する人を付ける制度。
※３　互尊独尊：自らを尊び、そしてお互いを尊ぶこと。　　※４　市街化調整区域：都市計画法により定められた、市街化を抑制すべき区域。原則として開発や建築が制限されている区域。
※５　地区計画制度：都市計画法に基づいて、地区レベルで道路、公園などの配置や建築物の用途、形態などの規制ルールを定める制度。

新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

新
た
な

　ま
ち
な
か
の
図
書
館
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

家
庭
の
教
育
力
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
の

　
　
　
　地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

主な質問と答弁の要旨を掲載します

13人が一般質問13人が一般質問13人が一般質問

障
害
者
権
利
条
約
批
准
等
に
伴
う

　
　
　
　
　
　諸
課
題
に
つ
い
て

栃
尾
郷
診
療
所
の
存
続
に
つ
い
て

郊
外
地
域
の
土
地
活
用
に
つ
い
て

1 2 月定例会

議会情報を発信中！
　本会議・委員会の詳細は、会議録またはホームページ上の会議録
検索システムをご覧ください。（12月定例会の本会議・常任委員会の
会議録は２月下旬発行予定です）
■会議録のあるところ
　アオーレ長岡（東棟１階行政刊行物コーナー、東棟３階情報公開

コーナー、西棟４階議会事務局）、各支所、市立図書館など
■会議録検索システム、インターネット録画中継、議会の日程
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今
回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
は
国

　
　
会
決
議
に
反
し
た
も
の
と
考
え
る

が
、
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
平
成
25
年
に
国
会
で
の
農
林
水

　
　
産
委
員
会
で
、
農
林
水
産
物
の
重

要
５
品
目
に
つ
い
て
、
聖
域
と
し
て
確

保
す
る
よ
う
決
議
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
大
筋
合
意
で
は
、
米
に
関
し

て
は
新
た
に
無
関
税
の
輸
入
枠
は
設
け

る
も
の
の
、
現
行
の
関
税
を
堅
持
す
る

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
す
る
輸
入

枠
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
国
が
備
蓄
米

の
買
い
入
れ
量
を
増
や
し
、
影
響
を
極

力
抑
え
る
な
ど
の
対
策
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
こ
う
し
た
内
容

を
踏
ま
え
た
上
で
、
国
全
体
と
し
て
大

筋
合
意
の
農
産
物
へ
の
影
響
は
限
定
的

と
し
て
お
り
、
原
則
、
例
外
を
認
め
な

い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
、
聖
域
確
保

に
一
定
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
市
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
、

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤
退
を
国
に

求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見

解
は
ど
う
か
。

　
　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
範
囲
は
非
常
に

　
　
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
国
の
統

一
試
算
で
も
農
業
分
野
で
は
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
出
る
も
の
の
、
工
業
製
品
の

輸
出
等
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
プ

ラ
ス
と
な
る
な
ど
、
一
概
に
言
え
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
の
議
論
の
中

で
明
ら
か
に
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
市
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
の
か
を
慎
重
に
見
極
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、

市
民
生
活
に
悪
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
、

国
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
国
内

対
策
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。

服部　耕一 議員
（１期・共産党市議団）

　
　
　
市
の
魚
「
錦
鯉
」
を
今
後
ど
の

　
　
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

　
　
　
本
市
は
錦
鯉
発
祥
の
地
と
し
て

　
　
海
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

バ
イ
ヤ
ー
や
愛
好
家
、
メ
デ
ィ
ア
等
毎

年
大
勢
の
外
国
人
が
本
市
を
訪
れ
て
い

る
。
錦
鯉
の
実
態
を
多
く
の
市
民
に
周

知
し
、
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
改

め
て
そ
の
価
値
に
驚
き
、
誇
り
に
感
じ

て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
る
。

　
平
成
27
年
10
月
に
は
小
千
谷
市
と
と

も
に
、
長
岡
・
小
千
谷
「
錦
鯉
発
祥
の

地
」
活
性
化
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、

世
界
農
業
遺
産
へ
の
登
録
申
請
に
向
け

た
活
動
を
は
じ
め
、
錦
鯉
の
歴
史
や
文

化
的
価
値
の
掘
り
起
こ
し
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
ア
オ
ー
レ

長
岡
や
、
や
ま
こ
し
復
興
交
流
館
お
ら

た
る
に
錦
鯉
の
展
示
水
槽
を
設
置
す
る

な
ど
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
も
展
開
し
て

い
る
。

　
今
後
も
、
官
民
が
一
体
と
な
り
、
錦

鯉
を
切
り
口
と
し
て
市
民
の
誇
り
の
醸

成
と
観
光
・
文
化
・
産
業
の
振
興
な
ら

び
に
地
方
創
生
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
平
成
30
年
に
迎
え
る
開
府
400
年

　
　
を
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の

か
。

　
　
　
開
府
400
年
と
い
う
節
目
の
年
は
、

　
　
長
岡
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
歴

史
、
伝
統
、
文
化
の
ほ
か
、
米
百
俵
の

精
神
、
常
在
戦
場
と
い
っ
た
長
岡
な
ら

で
は
の
精
神
性
を
見
つ
め
直
す
と
と
も

に
、
全
国
へ
発
信
す
る
機
会
と
考
え
て

い
る
。
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
機
運

醸
成
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
製
作
準
備

を
し
て
い
る
。
今
年
度
中
に
は
多
様
な

地
域
、
世
代
、
分
野
を
横
断
し
た
市
民

全
体
の
実
行
委
員
会
組
織
を
立
ち
上
げ
、

開
府
400
年
記
念
事
業
の
実
施
に
向
け
た

準
備
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
家
庭
内
に
お
け
る
ル
ー
ル
づ
く

　
　
り
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
の
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

　
　
合
会
で
は
、
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
に
つ
い
て
家
庭
向
け

の
ル
ー
ル
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
ず
、

子
ど
も
と
話
し
合
い
な
が
ら
家
庭
内
の

ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
を
呼
び
か
け
、

小
学
生
向
け
に
は
午
後
９
時
以
降
ゲ
ー

ム
を
さ
せ
な
い
、
中
学
生
向
け
に
は
午

後
10
時
以
降
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
さ
せ
な
い
と
い

っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
中

之
島
中
学
校
区
内
の
小
・
中
学
校
４
校

で
は
、
小
・
中
学
校
が
連
携
し
て
ル
ー

ル
づ
く
り
を
す
る
な
ど
の
動
き
が
出
始

め
て
い
る
。
こ
の
策
定
し
た
ル
ー
ル
を

き
っ
か
け
に
家
庭
内
で
話
し
合
い
を
行

い
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
乳
幼
児
期
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
問

　
　
題
に
つ
い
て
、
保
護
者
に
対
す
る

本
市
の
啓
発
は
ど
う
か
。

　
　
　
乳
幼
児
期
は
、
大
人
に
話
し
か

　
　
け
ら
れ
た
り
、
笑
い
か
け
ら
れ
る

こ
と
で
、
愛
情
を
感
じ
て
成
長
し
て
い

く
大
切
な
時
期
で
あ
る
が
、
母
親
が
ス

マ
ホ
を
見
な
が
ら
授
乳
す
る
な
ど
と
い

っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ネ

ッ
ト
が
子
ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
健

診
ご
と
に
、
必
ず
メ
デ
ィ
ア
と
の
上
手

な
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
話
を
し
た
り
、

テ
キ
ス
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
し

て
注
意
を
促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
保
育

園
や
子
育
て
の
駅
等
で
は
、
紙
芝
居
等

を
利
用
し
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
付

き
合
い
方
を
考
え
る
た
め
の
市
政
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
親

子
が
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
を
十
分
理
解
し

た
上
で
、
上
手
に
使
い
こ
な
し
て
い
け

る
よ
う
意
識
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

田中　茂樹 議員
（１期・市民クラブ）

　
　
　
栃
尾
地
域
の
繊
維
産
業
の
今
後

　
　
の
支
援
策
に
つ
い
て
本
市
の
考
え

は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
栃
尾
織
物

　
　
工
業
協
同
組
合
が
実
施
し
た
東
京

で
の
展
示
会
開
催
や
新
製
品
・
新
技
術

開
発
等
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
組
合
で
は
長
岡

ホ
ノ
ル
ル
平
和
交
流
事
業
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
お
り
な
す
と
ち
お
で
製
作
し
た

栃
尾
産
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
が
大
変
評
判
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
等
の
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し

た
栃
尾
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
開
発
・
販
売

に
向
け
、
本
市
も
一
緒
に
な
っ
て
事
業

計
画
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
等
を
検
討
し

て
い
る
。
今
後
は
、
栃
尾
地
域
の
高
い

技
術
力
を
さ
ら
に
広
く
発
信
し
て
い
く

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
地
元
企
業
が
一

体
と
な
っ
た
活
性
化
の
取
り
組
み
を
し

っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
農
業
振
興
と
新
た
な
人
材
確
保

　
　
策
等
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
ど

う
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、
若
者
に
目
を
向
け

　
　
た
人
材
の
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、

農
業
者
向
け
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
の
場

で
あ
る
首
都
圏
で
の
新
農
業
人
フ
ェ
ア

へ
の
参
画
の
ほ
か
、
移
住
者
や
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
等
就
農
意
欲
の
あ
る
若
者
に

対
し
て
農
業
技
術
の
習
得
等
の
研
修
支

援
や
、
地
代
、
農
薬
肥
料
等
の
就
農
初

期
段
階
の
運
転
資
金
補
助
等
、
段
階
に

応
じ
た
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
集
落
維
持
、
活
性
化
の
た

め
、
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
農
家
の
意
欲
あ
る
取
り
組

み
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
栃
尾
郷
診
療
所
機
能
縮
小
と
地
域
医

療
に
つ
い
て

　
　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

　
　
を
拡
大
す
る
必
要
性
、
具
体
的
な

考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で

の
住
民
票
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
つ

い
て
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
便
性
を

　
　
高
め
る
こ
と
で
、
カ
ー
ド
の
普
及

が
進
む
と
考
え
て
い
る
。
利
便
性
を
高

め
る
独
自
利
用
に
つ
い
て
は
、
費
用
対

効
果
を
勘
案
し
、
国
の
動
向
や
他
の
自

治
体
の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
研
究
し
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
普
及
拡
大
に
努
め

て
い
き
た
い
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
導
入

状
況
や
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
対
効
果
等
を

十
分
に
検
証
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
現
在
の
母
子
保
健
推
進
員
の
活

　
　
動
実
態
と
今
後
の
関
わ
り
方
、
強

化
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
の
総
合
戦
略
で
は
、
子
育

　
　
て
を
重
要
な
柱
と
し
、
施
策
の
一

つ
と
し
て
、
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
妊
娠
期
か
ら
育
児
ま
で

切
れ
目
の
な
い
支
援
「
長
岡
版
ネ
ウ
ボ

ラ
」
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
母

子
保
健
推
進
員
は
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
顔
の

見
え
る
関
係
を
大
切
に
し
、
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
母
子
保
健
推
進
員

の
発
案
で
、
外
出
で
き
な
い
母
親
が
気

軽
に
集
え
る
場
「
ま
ま
の
ま
カ
フ
ェ
」

を
子
育
て
の
駅
で
開
催
す
る
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
の
母
親
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
行
い
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　
今
後
も
母
子
保
健
推
進
員
と
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
で
安
心
し
て
成

長
で
き
る
よ
う
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
。

中村　耕一 議員
（３期・長岡市公明党）

　
　
　
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対

　
　
す
る
学
習
支
援
の
現
状
と
事
業
の

拡
大
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

　
　
小
・
中
学
生
の
段
階
か
ら
個
別
的

な
学
習
支
援
を
行
い
、
学
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
本

市
独
自
の
事
業
と
し
て
、
平
成
23
年
度

よ
り
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
学
習

の
場
を
提
供
し
、
個
別
に
指
導
し
て
お

り
、
昨
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
39
名
の

子
ど
も
た
ち
が
学
習
支
援
を
受
け
て
い

る
。
対
象
者
は
、
今
年
度
か
ら
生
活
保

護
世
帯
の
ほ
か
、
就
学
援
助
世
帯
で
家

庭
内
暴
力
等
困
難
な
問
題
が
あ
る
世
帯

に
も
拡
大
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
政
策

目
的
を
念
頭
に
、
必
要
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
米
百
俵
財
団
の
奨
学
金
貸
与
制

　
　
度
の
現
状
や
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
市
に
お
け
る
奨
学
金
制
度
は
、

　
　
米
百
俵
財
団
が
行
っ
て
お
り
、
教

育
の
機
会
均
等
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

学
力
優
秀
で
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理

由
で
大
学
へ
の
就
学
が
困
難
な
方
に
無

利
子
で
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
る
。
今

年
度
は
、
新
た
に
50
名
に
貸
与
し
、
現

在
の
貸
与
者
の
合
計
は
183
名
と
な
っ
て

い
る
。
貸
与
額
は
、
自
宅
通
学
者
で
月

４
万
円
、
自
宅
外
通
学
者
で
月
５
万
円

で
あ
り
、
貸
与
終
了
後
１
年
間
据
え
置

き
、
10
年
以
内
の
返
還
を
お
願
い
し
て

い
る
。
25
年
度
か
ら
は
、
貸
与
額
を
月

１
万
円
増
額
し
、
26
年
度
に
は
募
集
人

員
を
10
名
増
や
す
な
ど
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
き
た
。
返
還
の
猶
予
に
つ
い
て

は
、
返
還
者
の
収
入
状
況
に
応
じ
て
相

談
に
乗
り
な
が
ら
、
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
。
減
免
に
つ
い
て
は
、
財
源
等
の

状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

桑原　望 議員
（４期・無所属）

広井　晃 議員
（２期・市民クラブ）

諸橋　虎雄 議員
（４期・共産党市議団）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
関
す
る
　
　

諸
問
題
に
つ
い
て

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
問
題
と
教
育
に
つ
い
て

栃
尾
地
域
の
人
口
減
少
対
策
と

　
　
　
　
　
地
域
再
生
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
伴
う

長
岡
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

地
方
創
生
の
た
め
の

　
　
子
育
て
支
援
強
化
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
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６

※

７

※６　ネウボラ：男女共同参画の先進国で女性のほとんどが働くフィンランドで実施されている妊娠・出産・育児を切れ目なく支援する制度のこと。
※７　ＳＮＳ：Social　Networking　Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の略。登録した利用者だけが参加できるインターネットのWebサイトのこと。3



　
　
　長
岡
版
総
合
戦
略
が
目
指
す
長

　
　岡
の
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
長
岡
版
総
合
戦
略
は
、
人
口
減

　
　
少
社
会
に
対
し
て
10
年
、
20
年
先

を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で

あ
る
。
特
に
大
切
に
し
て
い
る
も
の
と

し
て
、
１
つ
目
に
若
者
自
身
が
人
口
減

少
問
題
を
自
ら
の
将
来
の
問
題
で
あ
る

と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
参
加
、
企
画
、

実
現
し
、
そ
の
た
め
に
汗
を
流
す
こ
と
、

２
つ
目
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
質
の
高
い
教
育
環
境
を
つ
く

る
こ
と
、
３
つ
目
に
、
長
岡
で
頑
張
っ

て
い
る
産
業
の
事
業
展
開
を
応
援
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
長
岡
の
特
色
と

し
て
、
な
が
お
か
・
若
者
・
し
ご
と
機

構
を
立
ち
上
げ
、
産
官
学
金
の
関
係
機

関
と
協
働
し
て
、
若
者
自
ら
が
魅
力
を

生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　中
心
市
街
地
周
辺
部
の
空
き
家

　
　の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
中
心
市
街
地
周
辺
部
の
空
き
家

　
　
は
、
十
分
利
活
用
可
能
な
物
件
で

あ
り
、
具
体
的
な
相
談
に
対
し
て
実
行

可
能
な
検
討
を
す
る
た
め
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
民
間
団
体
等
を
活
用
し
て
い
る
。

　
な
が
お
か
・
若
者
・
し
ご
と
機
構
に

お
け
る
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
に
お
い

て
も
、
空
き
ビ
ル
の
活
用
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
連
携
し
、
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
従
来
か
ら
あ
る
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
や
空
き
家
相
談
会
等
の
施
策

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
団
体
と
さ
ら
に
情
報

共
有
し
な
が
ら
連
携
す
る
と
と
も
に
、

現
在
調
査
中
の
空
き
家
所
有
者
等
に
対

す
る
空
き
家
対
策
の
情
報
を
提
供
し
て

い
き
た
い
。

丸山　広司 議員
（３期・市民クラブ）

　
　
　小
国
診
療
所
が
こ
れ
ま
で
地
域

　
　で
果
た
し
て
き
た
役
割
と
入
院
機

能
の
廃
止
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
　
小
国
診
療
所
は
、
長
年
に
わ
た

　
　
っ
て
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
の
身
近
な

医
療
機
関
と
し
て
、
日
常
の
診
療
を
通

し
て
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

行
い
、
住
民
の
健
康
維
持
に
寄
与
し
て

い
る
。
今
回
の
入
院
機
能
の
廃
止
は
、

常
勤
医
師
へ
の
負
担
が
極
め
て
大
き
く

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
一
方
で
、
本
市
は
こ
の
２
年
間

で
新
た
に
２
名
の
非
常
勤
医
師
を
確
保

し
て
お
り
、
今
後
も
診
療
機
能
は
十
分

に
維
持
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　今
後
の
医
師
確
保
と
入
院
機
能

　
　の
廃
止
に
伴
う
看
護
師
等
の
活
用

に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　現
在
、
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、

　
　
医
師
派
遣
関
連
団
体
へ
の
医
師
派

遣
の
要
請
や
医
師
紹
介
事
業
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
用
等
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

で
対
応
し
て
い
る
。

　
小
国
診
療
所
の
医
師
確
保
に
つ
い
て

は
、
地
域
委
員
会
や
集
落
総
代
会
の
代

表
の
方
々
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
意
見
交

換
会
で
定
期
的
に
協
議
を
重
ね
て
お
り
、

地
元
の
縁
故
等
も
含
め
て
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
医
師
情
報
の
収
集
や
働
き
か

け
を
続
け
て
い
る
。

　
現
在
勤
務
す
る
看
護
師
等
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
、
知
識
、
能
力

を
生
か
し
た
活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て

・
小
国
地
域
の
３
小
学
校
の
統
合
に
つ

い
て

細井　良雄 議員
（３期・共産党市議団）

人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

小
国
診
療
所
の
医
師
確
保
と

　
　
　
　
　
　入
院
棟
に
つ
い
て

　12月21日の本会議最終日において、次の方
を推薦することに同意しました。

人権擁護委員の推薦に同意

丸山　孝子　氏（新任）
大渕　秀澄　氏（新任）
廣井　紀子　氏（新任）
五十嵐ミチ　氏（再任）

会派別議員名簿 （12月21日現在）　

市 民クラブ

共産党市議団

民 成クラブ

長岡市公明党

無 所 属

し ん 長 岡

ク ラ ブ

松井　一男　　丸山　広司

加藤　尚登　　高見　美加

田中　茂樹　　池田　和幸

深見　太朗　　大竹　雅春

広井　　晃　　古川原直人

丸山　勝総　　長谷川一作

酒井　正春　　高野　正義

五井　文雄　　小熊　正志

杵渕　俊久　　山田　省吾

関　　充夫　　永井　亮一

水科　三郎

笠井　則雄　　諸橋　虎雄

服部　耕一　　細井　良雄

加藤　一康　　五十嵐良一

小坂井和夫

中村　耕一　　池田　明弘

藤井　達徳

Ａ　桑原　　望

Ｂ　関　　貴志

Ｃ　関　　正史（議長）
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議　案　等

会　派　名
（　）は所属議員数

会派別議案等賛否一覧表

○：会派全員が賛成　　×：会派全員が反対

市
民
ク
ラ
ブ
⒃

し
ん
長
岡
ク
ラ
ブ
⑸

共
産
党
市
議
団
⑷

民
成
ク
ラ
ブ
⑶

長
岡
市
公
明
党
⑶

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

議決結果

市

長

提

出

議

案

等

補 正 予 算

平成 27 年度一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成 27 年度介護保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成 27 年度下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条 例
一 部 改 正

市税条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

運動公園条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

子育ての駅条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ の 他

町（字）の区域及び名称の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市道路線の変更及び廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（新町小学校）　ほか２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

財産の取得（長岡北スマートインターチェンジアクセス道路整備事
業用地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

新潟県市町村総合事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

指定管理者の指定（長岡ロングライフセンター）　ほか 13 件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人 事 人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

議員
提出
議案

意 見 書
災害ボランティア割引制度の整備を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

学費と教育条件の公私間格差是正に向け、私立高等学校への私学助
成の増額・拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請　　　　願

災害ボランティア割引制度の整備を求める意見書提出に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採 択

長岡市が実効性ある避難計画なしに柏崎刈羽原発の再稼働は認めら
れないとの立場を明確にした対応を求めることに関する請願 × × ○ × × ○ ○ 不 採 択

学費と教育条件の公私間格差是正に向け、私立高等学校への私学助
成の増額・拡充を求める意見書の採択に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採 択

12月定例会



　長崎市では、1945年８月９日の原子爆
弾投下によって多くの尊い命が奪われ、
壊滅的な被害を受けました。その後、復
興を遂げ、「国際平和文化都市」としての
都市づくりを推進しています。また、平
和教育についても推進しており、特に昭
和46年度から８月９日を全校登校日とし
て設定し、各小・中学校で「平和祈念式」
「平和集会」等を実施し、原爆犠牲者の慰
霊と原爆被爆の実相の継承に努めています。長崎原爆資料館は、被爆の実
相と平和の尊さを伝える上で、資料の充実と展示の仕方でも工夫がされて
いると感じました。

総務委員会　平成27年10月14日～16日

＜調査項目＞ 
●長崎県長崎市「平和行政・平和推進」
●熊本県熊本市「議会図書室、政策条例検討会」
●宮崎県都城市「ふるさと納税推進」

　議会の政策立案機能を充実、強化し、今後の市政に反映させるため、長岡市議会では毎年、先進都市の行政視察
を行っています。今号では、今年度、行政視察を実施した４つの常任委員会の視察報告を掲載します。
　視察報告の全文は、市議会ホームページでご覧いただけます。行政視察報告

文教福祉委員会　平成27年10月13日～15日

＜調査項目＞ 
●愛知県岡崎市「図書館交流プラザ」
●広島県広島市「平和教育・平和記念資料館」
●大阪府大阪市「市立中央図書館」
●大阪府豊中市「豊中ライフセーフティネットの構築」

長崎市役所

　岡崎市の図書館交流プラザは、最新設
備を導入した 100万冊の収蔵能力を持つ市
立中央図書館をはじめ、生涯学習・市民
活動・国際交流・男女共同参画の各セン
ター機能を統合した市民活動総合支援セ
ンター、ホール、スタジオ、内田修ジャ
ズコレクション展示室、岡崎むかし館等、
従来の図書館という枠を超えて幅広い分
野に及び、知的交流を楽しむ場となって
います。また、施設の設計や運営計画には、市民検討ワークショップやサ
ポーター支援会議に寄せられた市民の願いが生かされ、500を超える市民
団体の支援もされています。

岡崎市図書館交流プラザ

　熊本市では、議会図書室の専任として
職員２名（司書有資格者１名）を配置し、
レファレンスサービスの強化を行ってい
ます。また、市立図書館の予約本の貸出
及び返却サービスを実施し、市民の議会
図書室利用につながっているとのことで
した。また、政策条例検討会については、
平成24年３月の議会運営委員会で、中小
企業の振興及び地産地消の推進について

検討会を設置し、議員提案による政策条例を検討してはどうかとの提案が
されました。それをきっかけに政策条例検討会が設置され、議長が選任す
る６名の議員により構成されています。長岡市議会においても、熊本市議
会のように地方自治法に基づく協議等の場として政策条例検討会の設置を
検討する必要があると感じました。
　このほか、都城市のふるさと納税推進について視察しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告：桑原　望）

熊本市役所

　函館市の地域交流まちづくりセンター
は、既存の建物を再利用し、生まれ変わっ
た観光拠点施設です。市民交流の場、地
域情報の発信拠点として多くの市民や観
光客が訪れ、「移住者サポートデスク」「定
住者サポートセンター」を開設し、移住
を検討している方への相談や定住した方
のサポートを行っています。施設運営は、
指定管理者が行い、可能な限り市民の自
由な利用ができるよう運営されています。建物管理についても、スタッフ
自らが毎年部屋の塗装を行うなどコスト意識も感じられ、運営の基本は「市
民のために、NOと言わない姿勢」という方針が実践されていました。

産業市民委員会　平成27年10月14日～16日

＜調査項目＞ 
●北海道函館市「地域交流まちづくりセンター」
●北海道苫小牧市「企業誘致・中小企業融資制度」
●北海道江別市「北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区構想」

函館市地域交流まちづくりセンター

　苫小牧市は、北海道貨物の約半数、外貿
コンテナの７割を扱う国際拠点港湾を有し、
空路は新千歳国際空港が近い等優れた交通
アクセスを生かし多くの企業誘致に成功し
ています。企業立地推進に当たっては、企
業誘致連絡協議会を設置し、企業訪問、企
業誘致フェアなどを実施しています。特徴
的な制度として、立地企業サポート事業が
あり、離職防止等処遇改善事業、若者人材

育成事業、就労環境の整備のための職場環境改善事業など将来にわたる安
定した雇用を確保、創出するための施策が充実しています。企業誘致の促
進によって定住人口を増加させ、人口が減らないまちづくりを現在の地方
創生に先駆けて実施している取り組みとして参考になりました。
　このほか、江別市の北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区構
想について視察しました。　　　　　　　　　　　　　（報告：池田　和幸）

苫小牧市役所

　糸島市は、質の高い安定したサービス
をより経済的な対価で提供するため、平
成23年度より上下水道事業の窓口業務等
を民間委託しています。民間委託するこ
とで人員削減や経費削減を実現し、地元
雇用の創出にもつながっています。また、
民間委託に伴い心配されていた料金等の
収納率は、民間委託後の方が向上しており、
市民、関係業界や組合から苦情やトラブ
ル等も無く運営できています。視察を通して、民間に委託できる業務は民
間に委託するという考えは学ぶべきことろがあると感じました。

建設委員会　平成27年10月20日～22日

＜調査項目＞ 
●福岡県糸島市「上下水道の窓口業務の民間委託」
●福岡県八女市「公共交通空白地の解消」
●長崎県佐世保市「景観まちづくり」

糸島市役所

　八女市では、市内を11エリアに分け、各エ
リア内のみを移動できる登録制予約型乗合タ
クシーを計12台運行しています。乗合タクシー
は全て予約制であり、１回300円という低料
金で希望の場所まで迎えに来て、目的地の前
まで送ってくれるという、市民の最も望むで
あろうドアツードアを実現していました。また、
一部を除くエリア外の移動を禁止することで、
既存の公共交通との住み分けができており、

乗合タクシーの運転手に地元のタクシー会社の運転手を採用するなど、公共交通
機関との連携・共存についても対策がされていました。また、登録制にすることで、
個人の利用状況や頻度等を常に把握できるので、一人暮らしの高齢者の現状確
認や対応にも効果的だと感じました。長岡市においても、今後の公共交通空白地
の解消を考えるにあたり、非常に参考になる実例だと感じました。
　このほか、佐世保市の景観まちづくりについて視察しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告：深見　太朗）

八女市乗合タクシー予約センター

　広島市では、被爆体験継承普及のために、
来館者及び国内外へ被爆体験講話や原爆
展の開催を実施し、平和意識高揚のために、
市内の小・中学生を対象にしたこども平
和キャンプの開催や平和記念資料館の展
示内容をホームページで紹介しています。
また、教育現場においても、各学校で自
主的に平和意識の継承を進めるよう指導
に努めていました。しかし、広島市教育

委員会が実施した児童生徒等の平和に関する意識実態調査によると、原爆
投下の年や日時を正確に答えられた小学生は 33％、中学生 56％、高校生
66％という結果が出ました。この状況を教訓とした広島市での児童生徒へ
の平和教育の取り組みが長岡市でも必要であると感じました。
　このほか、大阪市の市立中央図書館と豊中市の豊中ライフセーフティ
ネットの構築について視察しました。　　　　　　　　（報告：池田　明弘）

広島市平和記念資料館
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　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する「所
管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録（２月下旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

12 月定例会
常任委員会の所管に関する質問
総務委員会 文教福祉委員会

●中山間地域における積極的な健康づくりの体制
●女性が妊娠、出産を経ても働き続けるための支援
●おぐにカンパニー等の中学校の地域貢献活動
●小・中学生の登下校の支援策
●生活困窮者自立支援事業の課題と今後の方向性
●地域包括ヘルスケアによる健康創造型の地域社会づくり
●人工透析者通院費助成事業の概要
 など

●市有施設における Wi-Fi（公衆無線 LAN）環境の整備
●市ホームページでの Facebook のシェア機能活用
●平成 27 年度ふるさと納税返礼品の内容
●原子力災害に備えた避難計画
●ながおか・若者・しごと機構の活動拠点に若者が集まりやすくなる環境づくり
●18 歳選挙権年齢引き下げに伴う新有権者への周知・啓発
●二次利用が可能となるオープンデータの推進
●市職員のストレスによるメンタル不調の未然防止策 など

産業市民委員会 建設委員会
●公園施設の破損箇所数と対応件数
●住宅リフォーム支援事業の実績、波及効果、補助額の増額と空き家リフォーム

の実績、利用状況
●下水道汚泥の処分
●幅員が狭く取り付け部に隅切りのない橋の改良
●コンパクトなまちづくりに取り組む立地適正化計画の策定
●長岡地域の雁木（アーケード）の維持管理 など

●小規模・零細小売業への支援制度、融資制度の取り組み状況と成果
●商店リニューアル助成事業の導入
●中小企業の「よろず支援拠点」の本市への設置
●河川の油流出事故における発生状況と防止の啓発
●新たな産業団地の分譲開始に向けた事業スケジュール
●中小企業の株取得による経営基盤の強化と企業者の支援
 など

市議会の活動状況市議会の活動状況

原子力災害に備えた避難計画（案）について市から説明

乾杯のあいさつをする関正史議長（提供：長岡市）

　原子力災害に備えた避難計
画（案）について、市から説
明がありました。
　この避難計画では、市民へ
の情報提供を強化し、基本行
動である「屋内退避」の徹底
を図ることが示されたほか、
コミュニティごとに避難先や
ルート等をあらかじめ定めて
います。

　毎年恒例の新年賀詞交換会を
アオーレ長岡で開催し、関正史
議長による乾杯のあいさつで幕
が開けました。
　行政機関や各業界団体の約
2,400人が参加し、新年のあいさ
つを交わしました。

12月1５日　議員協議会を開催

１月４日
新年賀詞交換会を開催

3月定例会を傍聴しませんか？
　３月定例会の日程は、２月上旬に決定します。ぜひ傍聴にお越しください。

＜主な視察項目＞
１　アオーレ長岡
２　タニタカフェ、多世代健康づくり
３　防災対策、防災センター
４　生ごみバイオガス発電センター
５　中心市街地再開発

564人が本市を視察
　長岡市議会では、全国の議会関係者から本市の事業や取り組みについての
視察を受け入れています。平成27年は、全国の73団体から564人の方が視察に
来られました。

タニタカフェの視察

・開会　午前10時
・受付　午前９時30分からアオーレ長岡 

  西棟４階（議会事務局）にて
・定員　12人

・開会　午後１時
・受付　午後０時30分からアオーレ長岡 

  西棟２階（傍聴受付）にて
・定員　65人、車いす席２人、親子傍聴席10人

本 会 議

常任委員会
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11月

９日
議会運営委員会

建設委員協議会

13日 克雪・危機管理・防災対策特別委員会

26日 まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

12月

４日
議会運営委員会

人口減少対策特別委員協議会

９日
議会運営委員会

12
月
定
例
会
（
13
日
間
）

本会議（招集日）

10日 本会議

11日 本会議

15日
建設委員会

議員協議会

16日 産業市民委員会

17日
文教福祉委員会

文教福祉委員協議会

18日 総務委員会

21日
議会運営委員会

本会議（最終日）

１月
14日 まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

18日 人口減少対策特別委員協議会


